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1. はじめに 

 コンクリートの自己収縮を予測する場合、一般に、土木学会コンクリート標準示方書に採用されている式を

用いることが多い。そこで本研究では、普通ポルトランドセメントを用いたW/C＝30～55%のコンクリートの

自己収縮ひずみを 20℃及び簡易断熱条件で測定し、既往の自己収縮試験の結果も参照し、土木学会式の予測

精度について検討した。 

2. 実験概要 

2.1 使用材料及び配合 

 セメントには 3銘柄等量混合の普通ポル

トランドセメントを使用し、骨材には細骨

材に鬼怒川産川砂（密度：2.60g/cm3、吸水率：2.30%、粗

粒率：2.70）、粗骨材に葛生産硬質砂岩砕石（最大寸法：

20mm、密度：2.64g/cm3、吸水率：0.60%）を使用した。

表－1にコンクリートの配合を示す。 

表－1 コンクリートの配合 

W/C s/a 水 セメント 細骨材 粗骨材
(%) (%) W C S G
55 46 170 309 822 980 0.773 - - - 0.006 - - -
45 44 170 378 761 984 0.944 - - - 0.015 - - -
30 41 160 533 694 1014 - - - 10.1 - - - 0.053
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2.2 実験方法 

 埋込み型ひずみ計（弾性係数：40N/mm2）を中心部に設

置した 400×400×400mmの木製型枠にコンクリートを打設

し、型枠の周囲を厚さ 200mmの発泡スチロールで簡易断

熱した簡易断熱自己収縮試験と、埋込み型ひずみ計を中心

部に設置した 100×100×400mmの角柱供試体用いた、20℃

±2条件下での自己収縮試験を行った。 

3. 実験結果及び考察 

3.1 簡易断熱条件下での自己収縮 

 図－1 は簡易断熱供試体の温度上昇量を材齢 10 日まで

示したものである。水セメント比によらずほぼ材齢約 2日

で温度上昇量のピークを迎えており、最高温度は水セメン

ト比が低いほど高くなった。 

図－2 は簡易断熱供試体と 20℃供試体の自己収縮ひず

みの経時変化を示したものである。自己収縮の算出におい

ては、コンクリートの熱膨張係数を 10×10-6/℃として温度補正した。水セメント比 55%及び 45%の場合は材齢

約 1日まで膨張し、その後は徐々に収縮していき、材齢約 5日以後は収縮の増加が少ない。水セメント比 30%

の場合では簡易断熱供試体は材齢約 1日で約 300×10-6と急激に収縮し、その後の収縮は少ない。これに対して、

20℃供試体は長期にわたり徐々に収縮を続けている。なお、水セメント比 30%の 20℃供試体は初期材齢で計

測が不安定であったので、自己収縮の起点を凝結終結時間とした。 
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図－1 簡易断熱供試体の温度上昇量 
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図－2 自己収縮ひずみの経時変化 
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3.2 自己収縮ひずみの予測式の検討 

 図－3～図－5は自己収縮ひずみと有効材齢の関係を示

したもので、ただし、係数a及びbは文献1)による。土木学

会(式(1))による予測値も示している。 
( ) ( )ttc βεγε ・・ ∞=  ・・・・・・・・・・(1) 

ここに、 
( ){ }W/C2.7exp3070 −=∞ε   ( )0.5W/C2.0 ≦≦
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図－3 水セメント比 55%の自己収縮ひずみ 
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図－4 水セメント比 45%の自己収縮ひずみ 
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図－5 水セメント比 30%の自己収縮ひずみ 

80=∞ε   ( )0.5W/C＞
( ) ( ){ }bttat 0exp1 −−−=β  

( ){ }W/C55.8exp33.6 −=a  

( ){ }W/C04.3exp216.0=b  
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水セメント比 55%では簡易断熱供試体の自己収縮ひず

みが 20℃の場合より大きくなっている。 

水セメント比 45%では材齢 1日以前に初期膨張や温度

変化等により養生温度の影響が見られるが、式(1)により、

実測値の傾向をほぼ評価できている。 

水セメント比 30%では 20℃供試体と比較して、簡易断

熱供試体では初期に大きく収縮を生じている。有効材齢

を用いても経時変化の予測誤差が大きくなっている。し

かし、終局値は概ね予測できている。 

 図－6は水セメント比と有効材齢 28日の自己収縮ひず

みの関係について既往の文献の実測値も合わせて示した

ものである。また、同図には式(1)による予測値も示して

いる。水セメント比 40～60%では式(1)により約±50×10-6

の誤差で予測できている。水セメント比 20～30%では最

大で約±200×10-6以上の誤差がある場合もある。このこと

から、高強度コンクリートでは使用材料の影響を著しく

受けると考えられる。 

4. 結論 

普通ポルトランドセメントを用いた場合で

も、水セメント比以外の配合要因や使用材料の

違いなどで自己収縮ひずみは異なる。今後は骨

材の種類の影響等について検討していく必要

があると考えられる。 
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